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ABSTRACT
　There are many theoretical deﬁnitions and opinions as to what deﬁnes tourism. 
In this paper three noteworthy frameworks,“modernist ― postmodernist”, 
“revolution by tourism” and “capitalist endeavour” are surveyed and it is argued 
that some concepts of postmodernism are very significant but so far removed 


















































葉は本来 Fremdenverkehr であった（この点ついて詳しくは参照文献 x，y をみられた
い）。これは「他の所や人（Fremde）と交わること（Verkehr）」という意味の強
い言葉で，そのため遍歴（Wanderung）することなどが重視される見解がある一









今日では Fremdenverkehr に代わって，英語の tourism にあたる Tourismus
がほぼ全面的に使用されるものとなっている。Tourismus が使用されるよう
になったのは特に 1970 年代以降で，1967 年の国連指定の国際観光年（英語で
International Tourist Year）が，ドイツ語では Jahr des Welttourismus と表記された
ことが大きなきっかけとなっている（n,S.11）。
　以上の定義をみると，少なくとも英語でいうツーリズムにおいては，風物，


































































































































































のあることが，他の論者から指摘されてきており，2002 年の第 2 版でアーリ
自身がそのいくつかを紹介している。
　その第 1 は「スペクタルな見る目」（spectatorial gaze）で，車や列車の窓から


















































































化，破片化が進むが，それらを統合して 1 つの経験として組み立てるものの 1
31観光の本義をめぐる最近の諸論調
つが，ツーリズムである。今日，ツーリズムは国際化しているが，この世界的







































































































































主張は，概ね 1990 年代におきたもので，例えば，1994 年ラッシュ（Lash,L.）/ アー


























































































































これに対してシャープレイは，すでに 2006 年「マスツーリズムの擁護」（In 
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Ⅵ．小括―資本主義体制とのかかわりの問題について
　観光・ツーリズムがそもそもどのようなものかについて，本稿で取り上げた
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